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12月1日オープン
中野公園へ行こう！

12月１日オープン  中野公園へ行こう！

ご存じですか？高座清掃施設組合

生ごみ減量モニター報告

年末年始のごみ収集日程

ともに生きる福祉社会を目指して

各種案内

えびなの2013

市政アンケート調査結果

情報

■　クローズアップ！　■
　中野公園に入ると、まず目に入るの
は総合複合型遊具。複数の子どもたち
が同時に遊ぶことができ、安全対策も
されています。園内には砂場や海老名
の歴史、自然を学習できるコーナーな
どもあり、小さなお子さんでも安心し
て楽しむことができる憩いの場となっ
ています。ぜひ一度、足を運んでみて
ください。

CONTENTS

P２～３

P４～５

P６

P７

P８～９

P10～17

P18～19

P20

P21～23

　
市
内
南
部
地
域
に
、大
型
都
市
公
園「
中

野
公
園
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
芝
生
の
中

を
周
回
す
る
遊
歩
道
や
多
目
的
広
場
、
総

合
複
合
型
遊
具
な
ど
の
ほ
か
、
市
内
初
と

な
る
人
工
芝
を
採
用
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

あ
り
ま
す
。

　
相
模
川
か
ら
の
爽
や
か
な
風
が
自
然
の

香
り
を
届
け
、
穏
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
せ
る
開
放
感
溢
れ
る
中
野
公
園
。
海
老

名
の
新
た
な
魅
力
の
誕
生
で
す
。

2013（平成25年）
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【公園所在地】海老名市中野1丁目2314の２
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処理施設のほかには何かあるの？
　処理施設のほかに、焼却処理の余熱を利用して
いる屋内温水プールや、浴室を備えた老人福祉セ
ンターがあります。（左記施設紹介参照）

組合の処理施設にはどんなものがあるの？
　ごみ焼却施設と粗大ごみ処理施設、し尿処理施設
の３つの処理施設があります。なお、粗大ごみ処理施
設、し尿処理施設は稼動から40年以上、ごみ焼却施
設は20年以上が経過しており、現在、建て替えを行う
施設更新計画が進行中です。

高座清掃施設組合は市の施設？
　市営の施設ではありません。ごみ処理には施設
建設や維持管理など多額の費用がかかるため、海
老名市・座間市・綾瀬市の３市が共同で、昭和38
年に設立した組織です。施設内で行う業務は、３
市からの負担金で運営されています。

収集したごみはどこに行くの？
　収集車で回収した燃やせるごみは、高座清掃施
設組合の処理施設に運ばれます。

【
住
所
】
本
郷
１
番
地
の
１

【
交
通
案
内
】
長
後
駅
西
口
行
き
「
用
田
橋
」

バ
ス
停
下
車
徒
歩
５
分

　汲み取ったし尿や浄化槽汚泥を受入槽に集め、異物を除いた
後に固体と液体に分けています。固体は脱水機で脱水した後、
焼却処理し、液体は薬品処理後、下水道に放流しています。

し尿処理施設

海老名市インターネット放送局 検索

予
告

同組合の施設紹介動画を、12月９日㈪から配信予定
です。ぜひ、ご覧ください。

インターネット放送局

高座清掃施設組合
ご存じですか？

みんなの力で、ごみ
を減らそう!! 

　ことしも大掃除の季節になりました。日常はもちろん、大掃除などで排
出、収集されたごみは、一体どのような施設で、また、どんな形で処理さ
れているか知っていますか。市内本郷にあるごみ処理施設、高座清掃施設
組合を訪ねました。

　

３
市
が
案
分
し
て
負
担
し
て
い

る
ご
み
処
理
費
用
の
総
額
は
、
年
間

で
約
30
億
円
。
海
老
名
市
の
燃
や
せ
る

ご
み
の
処
理
費
用
は
約
14
億
円
で
、
市

民
１
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約
１

万
１
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
は
、
ご
み
処
理
費
用
を

減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
大

掃
除
な
ど
で
捨
て
る
前
に
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

一
人
一
人
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問高座清掃施設組合☎（238）2094

収
集
し
た
ご
み
は
、
３
市
か
ら

運
ば
れ
て
き
ま
す

　粗大ごみは、最初に手選別を行
い、可燃物・不燃物などに分類し
ます。他のごみとは別に搬入され
た廃蛍光灯と廃乾電池は、それぞ
れ場外で資源化します。

粗大ごみ処理施設

ごみ焼却施設
　２基の焼却炉があります。燃焼温度は
850℃以上で、１日350㌧までのごみを燃や
すことができます。焼却して出た灰（焼却
灰）は全て資源化し、道路の路盤材などと
して有効利用しています。

　上下２槽循環回流式の流水プー
ルが特徴。年間約13万人が利用し
ています。

屋内温水プール
☎（238）8780

　３市在住の60歳以上の方の健康
増進などを目的とした施設です。
浴室や大広間などがあります。

老人福祉センター（本郷荘）
☎（238）0846
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▼
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

◎
３
〜
４
日
乾
燥
さ
せ
る
と
、
40
㌫
以

上
減
量
す
る
こ
と
に
驚
い
た
。
手
間
も

か
か
ら
な
い
の
で
続
け
ら
れ
る
。

◎
野
菜
く
ず
し
か
入
れ
ら
れ
な
い
の

で
、
他
の
物
も
一
緒
に
で
き
た
ら
よ
い

問
☎（
２
３
５
）４
９
２
３

資
源
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

と
思
う
。

◎
生
ご
み
を
流
し
に
捨
て
な
い
と
水
切

り
す
る
生
ご
み
が
減
り
び
っ
く
り
し
た
。

◎
市
内
の
各
家
庭
で
徹
底
す
れ
ば
ご
み

が
軽
く
な
り
、
ご
み
出
し
も
楽
に
な
る

と
思
う
。

◎
臭
い
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
虫

の
発
生
が
気
に
な
っ
た
。

◎
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
生
ご
み
の
水

分
が
減
り
、嫌
な
臭
い
も
し
な
く
な
り
、

不
快
な
気
分
が
減
っ
た
。

◎
季
節
が
夏
だ
っ
た
の
で
、
乾
燥
に
日

に
ち
が
掛
か
ら
ず
に
減
量
が
で
き
た

が
、
他
の
季
節
は
ど
う
な
る
の
か
、
と

思
っ
た
。

あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

冬
期
の
生
ご
み
減
量
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
！

　
「
生
ご
み
カ
ラ
ッ
ト
」
を
使
っ
た
生

ご
み
減
量
モ
ニ
タ
ー
の
冬
期
版
で
す
。

生
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
自
宅
で
実

践
し
、
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
報
告
す

る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
期
間　

１
月
〜
２
月
の
間

の
30
日
間
（
任
意
）

▼
対
象　

市
内
在
住
で
生
ご
み
の
重
さ

を
計
測
で
き
（
す
で
に
生
ご
み
処
理
機

で
減
量
化
の
実
践
を
し
て
い
る
世
帯
は

除
く
）、
１
月
22
日
㈬
の
説
明
会
に
参

加
で
き
る
世
帯
の
方

▼
募
集
数　

先
着
30
世
帯

▼
申
し
込
み　

12
月
２
日
㈪
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
資
源
対
策
課
へ
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も

申
し
込
み
可
。１
月
10
日
㈮
締
め
切
り
。

生
ご
み
減
量
モ
ニ
タ
ー
報
告

　
「
生
ご
み
カ
ラ
ッ
ト
」
を
使
用
し
た
生
ご
み
減
量
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
お
よ
そ
３
割
の
生
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
み
の
焼
却
費
用
の
削
減
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
今
回
の
結
果
を
受
け
、
市
は
今
後
も
引
き
続
き
生
ご
み
排
出
量
抑
制
に
向
け
た

啓
発
な
ど
を
行
い
、
効
果
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

年末年始のごみ収集日程
～ルールを守って正しい分別にご協力を～

　資源物は12月29日㈰～１月５日㈰、燃やせるごみは12月31日㈫～１月３日㈮の間、
収集を行いません。年末年始のごみ出しの最終日および初日は下表のとおりです。
一部地域で変則になっていますので、間違いのないようにしてください。
　年末は１年のうちで最もごみが多いため、収集の時間が大幅に遅れることがあり
ます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　カラット（写真左）、浅い受け皿、
水切りネット、虫対策ネット、新
聞紙の５点をまとめた総称です。
生ごみの悪臭を出すことなく、気
持よく保管するために使用するも
ので、新聞紙以外の４点をカラッ
トシステムと呼んでいます。容器
（高さ31㌢、直径30㌢、容量10㍑）
は室内にも置くことができます。

生ごみカラットとは？

し尿・汚水
年末は27日㈮まで収集。年末の申し込みは13日㈮まで（年内の収集は、定数になり次第
締め切り）。年始は６日㈪から収集・申し込み受け付けを開始します。
▶申し込み　美化センター ☎（231）3366

戸別収集モデル地区

国分寺台４・５丁目 東柏ケ谷２丁目

最終日
（12月）

開始日
（１月）

最終日
（12月）

開始日
（１月）

燃やせるごみ 28日㈯ ４日㈯
※特別追加収集 28日㈯ ４日㈯

※特別追加収集

ペットボトル

上表
国分寺台地域と

同様

上表
東柏ケ谷地域と

同様

紙・布

缶・びん・蛍光管・電球・乾
電池・その他プラスチッ
ク・燃やせないごみ

容器包装プラスチック・
食用油

粗大ごみ

【戸別収集：１点700円】（要電話予約）
年末の申し込みは、28日㈯17時まで（年
内の収集は、定数になり次第締め切り）。
年始の申し込みは、４日㈯９時30分から。
▶予約電話番号　リサイクルプラザ
　☎（237）3196（㈫休館）

【持ち込み：１点300円】
年末は28日㈯12時まで。年始は４日㈯
９時～12時。受け付け時間は、㈪～㈮
９時～16時、㈯㈰㈷９時～12時。予約
不要。美化センター（杉久保北１-４-１
☎231･3366）へ直接持ち込んでくださ
い。詳細は、美化センターへ。

【調査期間】平成25年７月～８月中の任意30日間
【モニターサンプル数】21

モニタリング調査結果
乾燥前に比べ、乾燥後は生ごみの量が約28.4％減少しました

乾燥前
生ごみ量

乾燥後
生ごみ量 減少量 減少率

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ÷Ａ
143,025ｇ 102,463ｇ 40,562ｇ 約28.4％

大谷・国分寺台（４・
５丁目を除く）・浜田町・
中央３丁目・河原口・
上郷・下今泉・中新田・
さつき町

社家・今里・杉久保・
中河内・中野・上河内・
本郷・門沢橋

東柏ケ谷（２丁目を除
く）・上今泉・柏ケ谷・
望地

中央１、２丁目・
国分北・国分南・勝瀬

最終日
（12月）

開始日
（１月）

最終日
（12月）

開始日
（１月）

最終日
（12月）

開始日
（１月）

最終日
（12月）

開始日
（１月）

燃やせるごみ 27日㈮ ４日㈯
※特別追加収集 27日㈮ ４日㈯

※特別追加収集
30日㈪
※特別追加収集 ６日㈪ 30日㈪

※特別追加収集 ６日㈪

ペットボトル 25日㈬ ８日㈬ 25日㈬ ８日㈬ 25日㈬ ８日㈬ 25日㈬ ８日㈬

紙・布 23日㈪㈷ ６日㈪ 26日㈭ ９日㈭ 27日㈮ 10日㈮ 24日㈫ ７日㈫
缶・びん・蛍光管・電球・乾
電池・その他プラスチッ
ク・燃やせないごみ

26日㈭ ９日㈭ 23日㈪㈷ ６日㈪ 24日㈫ ７日㈫ 27日㈮ 10日㈮
容器包装プラスチック・
食用油 28日㈯ 11日㈯ 28日㈯ 11日㈯ 28日㈯ 11日㈯ 28日㈯ 11日㈯

※本誌11月15日号16面「えびなカレンダー」の記載の収集日程に誤りがありました。正しくは下表のとおりです。
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日
本
で
は
毎
年
、
国
際
障
害
者
デ
ー

の
12
月
３
日
か
ら
、
国
際
連
合
で
「
障

害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
12

月
９
日
ま
で
の
１
週
間
を
、「
障
害
者

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
障
が
い
者

福
祉
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
、
誰
も

が
社
会
・
経
済
・
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　
〝
障
が
い
の
あ
る
人
〞
と
聞
い
て
、

あ
な
た
が
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

障
が
い
は
多
種
多
様
で
、
外
見
で
は

分
か
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
障
が

い
に
よ
る
不
自
由
さ
は
あ
っ
て
も
、
周

囲
の
理
解
や
配
慮
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の

あ
る
人
の
意
見
を
聞
い
て
、
学
校
や
職

場
の
中
で
で
き
る
配
慮
や
工
夫
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
福
祉
社
会
の

実
現
は
、
そ
う
し
た
一
歩
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

障
害
者
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
障
が

い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
知
り
、
身
近
な

こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

海
老
名
市
自
立
支
援
協
議
会
は
平
成

19
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
精
神
・
身
体
・

知
的
・
児
童
・
就
労
の
５
部
会
構
成
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で

◇ 住み慣れた海老名で　仲間をつくり　自分らしく楽
しく活動したい。

◇ 必要な支援は　質の高い福祉サービス　を受けて安
心して暮らしたい。

◇ 障がいがあってもなくても　温かい目で見守られ　
困った時は相談にのってくれる家族や隣人や仲間
や行政や事業所がある　そんな地域をつくりたい。

【ずっと海老名で暮らしたいプロジェクト】

い
ま
す
。
各
部
会
の
主
体
的
な
活
動
に

よ
り
、
立
場
の
違
う
関
係
者
が
共
通
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
同
じ
目

的
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
「
協
働
」
体

験
を
積
み
上
げ
、
障
が
い
児
者
を
取
り

巻
く
地
域
の
連
携
体
制
の
土
台
を
つ
く

り
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

　

海
老
名
市
自
立
支
援
協
議
会
会
長
・

安
藤
浩
己
氏
（
社
会
福
祉
法
人
星
谷
会

理
事
長
）
に
、
同
協
議
会
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
海
老
名
市
自
立
支
援
協
議
会
の
特

長
は
？

Ａ
：
当
事
者
や
市
民
に
も
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
障
が
い
児

者
の
立
場
に
た
っ
た
積
極
的
な
意
見
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
当
事
者
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
誇

り
を
も
っ
て
参
加
し
て
い
る
点
も
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
今
後
の
展
望
は
？

Ａ
：
障
が
い
に
関
し
、
多
く
の
声
を

拾
っ
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
健
常
者

と
と
も
に
、
地
域
で
暮
ら
し
や
す
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
が
理
想
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
み
ん
な
で
地

域
を
つ
く
り
上
げ
る
ん
だ
と
い
う
パ

ワ
ー
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
会
で
は

地
域
と
し
て
何
が
で
き
る
か
な
ど
、
当

事
者
の
目
線
に
た
ち
、
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
、
障
が
い
児

者
と
共
生
で
き
る
社
会
に
な
る
よ
う
協

力
し
て
も
ら
え
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

平
成
23
年
に
は
、
新
た
な
展
開
を
目

指
し
、「
ず
っ
と
海
老
名
で
暮
ら
し
た
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
が

い
別
か
ら
課
題
別
に
各
障
が
い
を
ま
た

い
で
、５
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

各
障
が
い
間
の
「
相
互
理
解
」
か
ら
、

共
通
し
て
必
要
な
「
地
域
」
を
考
え
る

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。「
元
気
に

楽
し
く
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

◆
チ
ー
ム　

育
つ
・
学
ぶ（
旧
児
童
部
会
）

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
生

ま
れ
育
ち
、
大
人
に
な
る
ま
で
の
主
に

児
童
期
の
課
題
を
中
心
に
地
域
を
考
え

ま
す
。

◆
チ
ー
ム　

暮
ら
す

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、
生
活
し

て
い
く
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
（
暮

ら
し
方
・
住
ま
い
・
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
・

家
族
や
地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
）
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

◆
チ
ー
ム　

活
動
す
る
・
あ
そ
ぶ

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、
昼
間
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か
、
ど
ん
な
余

暇
を
過
ご
す
か
、
社
会
人
と
し
て
地
域

で
充
実
し
た
活
動
を
し
、
心
豊
か
に
過

ご
す
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
社
会
と

の
関
わ
り
に
視
点
を
当
て
な
が
ら
考
え

ま
す
。

◆
チ
ー
ム　

ま
も
る
・
つ
な
が
る

　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
誇
り
を
も
っ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く

る
た
め
、
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
視

点
で
地
域
を
考
え
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
と
り
ま
く
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
広
く
市

民
や
他
分
野
へ
の
啓
発
な
ど
広
報
活
動

に
も
努
め
ま
す
。

◆
チ
ー
ム　

働
く（
旧
就
労
部
会
）

　

一
般
就
労
を
目
指
す
人
や
一
般
就
労

で
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
抱
え
る
課
題

や
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
働
き
や
す
い

地
域
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

考
え
ま
す
。

　
「
チ
ー
ム
働
く
」
か
ら
生
ま
れ
た
市

の
就
労
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
も
３
年
目
と

な
り
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

　

今
年
度
、
市
の
就
労
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
に
参
加
し
、
９
月
か
ら
民
間
施
設
で

一
般
就
労
を
始
め
た
飯
田 

崇
さ
ん

（
26
歳
・
国
分
北
在
住
）
に
、
就
労
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
就
労
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
参
加
し

た
感
想
は
？

Ａ
：
緊
張
感
も
あ
り
、
声
を
か
け
る
こ

と
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
り
も
し

ま
し
た
が
、
市
役
所
で
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
体
験
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
実
際
に
就
労
し
て
み
た
感
想
は
？

Ａ
：
老
人
福
祉
施
設
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
関
係
の
業
務
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
初
め
は
今
ま
で
と
は
全
く
違
う

環
境
な
の
で
、
職
場
に
な
じ
め
る
か
ど

う
か
が
心
配
で
し
た
。
今
は
、
職
場
に

も
慣
れ
、
責
任
感
を
自
覚
し
な
が
ら
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
こ
れ
か
ら
の
希
望
は
？

Ａ
：
今
の
仕
事
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

続
け
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

問
障
が
い
福
祉
課
☎（
２
３
５
）４
８
１
２

と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
を
目
指
し
て

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間

障
が
い
者
を
チ
ー
ム
で
支
え
る

海
老
名
市
自
立
支
援
協
議
会

楽
し
く
活
動
す
る

部
会（
チ
ー
ム
）構
成

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

福
祉
社
会
を
目
指
し
て

▶
安
藤
会
長

▶
飯
田
さ
ん

ず
っ
と
海
老
名
で
暮
ら
し
た
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲作業の様子



　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
、「
第

27
回
緑
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」（
応

募
１
０
７
９
作
品
）
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
市
長
賞
】

駒
村
彩
花
（
東
柏
ケ
谷
１
年
）、
半
澤
菜

苗
（
海
老
名
２
年
）、
山
口
奈
緒
子
（
有

馬
３
年
）、
荒
木
優
希
（
社
家
４
年
）、
樫

村
朱
音
（
有
鹿
５
年
）、
為
藤
紗
良
（
杉

本
６
年
）

【
議
長
賞
】

戸
床
優
希
（
海
老
名
１
年
）、
髙
橋
昇
万

（
上
星
２
年
）、大
和
田
恵
莉（
上
星
３
年
）、

菊
池
瑠
亜
（
今
泉
４
年
）、真
田
柚
花
（
海

老
名
５
年
）、
廣
瀬
穂
波
（
社
家
６
年
）

【
森
の
楽
校
長
賞
】

小
宮
菜
摘
（
大
谷
１
年
）、香
川
善
祐
（
中

新
田
２
年
）、
内
野
雄
一
朗
（
中
新
田
３

年
）、
小
泉
詩
生
（
今
泉
４
年
）、
松
村

康
平
（
杉
久
保
５
年
）、
竹
内
穂
香
（
門

沢
橋
６
年
）

【
入
選
】

▼
１
年　

赤
坂
光
志
朗
（
柏
ケ
谷
）、
森 

雅
姫
（
有
馬
）、
岡 

大
翔
（
杉
本
）

▼
２
年　

浦
川 

元
（
海
老
名
）、
八
木
田

愛
琉
（
海
老
名
）、
新
倉
裕
人
（
杉
本
）

▼
３
年　

増
田
実
彩
（
有
鹿
）、
品
田
明

日
海
（
今
泉
）、
野
澤
真
由
（
杉
本
）

▼
４
年　

加
藤
壮
悟
（
海
老
名
）、
中
村

海
月
（
今
泉
）、
本
多
小
桜
（
今
泉
）

▼
５
年　

中
坊
紀
愛
（
有
鹿
）、
白
井
悠

雅
（
上
星
）、
郷
上
莉
果
（
中
新
田
）

▼
６
年　

山
口
陽
平
（
有
馬
）、
𠮷
野
紗

来
（
大
谷
）、
戸
谷
祐
太
（
門
沢
橋
）

平
成
25
年
度
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

平
成
25
年
度
緑
化
ポ
ス
タ
ー

『みんなに見て、知って欲しい！えびなのみどり』をテーマにした、「第２回えびな花とみどりの
写真コンクール」の入賞者は次のとおりです。（敬称略）

入
賞
者
の
全
作
品
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
見
て
ね
！

　

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、

「
平
成
25
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」（
応
募
85
作
品
）

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
大
理
瑞
月
（
大
谷
３
年
）

▼
銀
賞　
鈴
木
悠
莉
（
杉
本
１
年
）

▼
銅
賞　
増
田
実
彩
（
有
鹿
３
年
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
高
石
偲
穂
里
（
有
鹿
４
年
）

▼
銀
賞　
𠮷
野
紗
来
（
大
谷
６
年
）

▼
銅
賞　
為
藤
紗
良
（
杉
本
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

▼
金
賞　
飯
山
あ
ず
さ
（
海
老
名
１
年
）

▼
銀
賞　
佐
藤
み
の
り
（
海
老
名
１
年
）

▼
銅
賞　
赤
間
麗
奈
（
海
老
名
１
年
）

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
２
３
５
）４
９
０
５

問
環
境
み
ど
り
課
☎（
２
３
５
）４
９
１
３

▲市長賞　酒井茂夫

▲市長賞　末次とし子

▲市長賞　大久保彰洋

①議長賞　石田博宣
②特別賞　清田 博
③森の楽校長賞　益子美琴

①議長賞　酒井茂夫
②特別賞　大野宗利
③森の楽校長賞　望月武彦

①議長賞　志村龍矢
②特別賞　箱崎 陸
③森の楽校長賞　桜井宏樹

①

①

①

②

②

②

③

③

③

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

▶
中
学
生
の
部
金
賞

　
飯
山
あ
ず
さ
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
生
高
学
年
の
部
金
賞

　
高
石
偲
穂
里
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
生
低
学
年
の
部
金
賞

　
大
理
瑞
月
さ
ん
の
作
品

一
般
の
部

中
学
生
の
部

花
だ
ん
の
部

第２回えびな花とみどりの写真コンクール
問環境みどり課☎（235）4913
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住
宅
公
園
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
☎（
２
３
５
）９
６
０
６

第４回住宅リフォーム助成の申請を受け付け

　10万円以上（税抜）のリフォーム工事を対象に、工事費の１/２（千円未満切り捨て）
を最大12万円まで助成する「住宅リフォーム助成事業」の申請受け付けを行います。
　希望者は助成対象条件を確認し、必要書類を申請期間内に提出してください。

※住宅リフォーム助成申請受け付けは、今回で終了となります。

平成
25年度

①海老名市に１年以上住民登録をしている
②リフォームをする住宅に申請者本人が居住し、所有者である
③市税などを滞納していない

①海老名市内にある戸建住宅
②海老名市内にあるマンションの自己専有部分
③海老名市内にある店舗など併用住宅の住居部分

助成対象者

対象住宅

①これから着工予定の工事（着工中・終了した工事は対象外）
②市内に本社・本店があり、市に届け出をしている施工業者が行う工事
③工事費が10万円以上（税抜）のもの
④市から同内容の住宅に関わりのある補助制度を利用していない
⑤平成26年３月末までに完成すること
⑥１棟につき１回限りの助成とする
 （過去に助成金交付済みの方は申請不可）

※対象工事内容は、住宅公園課窓口で配布（市ホームページからダウンロード可）のチラシをご覧ください。

対象工事

▼対象の方は以下の期間に申請をしてください▼

▼対象チェック！申請前に下記の事項を確認してください▼

▶期　　間　平成26年１月８日㈬～17日㈮（㈯㈰㈷は除く）
▶時　　間　９時～17時（12時～13時は除く）
▶場　　所　１月８日㈬・９日㈭／市役所401会議室
　　　　　　１月10日㈮以降／住宅公園課窓口
▶提出書類　・住宅リフォーム助成金交付申請書
　　　　　　・見積書の写し
　　　　　　・撮影日入りの現況写真（工事予定箇所と住宅全体の写真）など
▶そ の 他　・ １申請期間内、１事業者５件までの受注枠があります。施工業
　　　　　　　者に問い合わせの際は、件数の確認をお願いします。
　　　　　　・ 申請書と業者一覧表は、住宅公園課窓口および市ホームページ

から入手可。

施工業者の方へ
住宅リフォーム取扱事
業者の新規届出は
終了しました

　

海
老
名
市
行
政
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
寄
付
が
功
績

　

市
内
で
市
民
の
自
主
的
な
参
加
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
公
益
性
の
あ
る
事
業
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

制
度
の
概
要
や
書
類
の
書
き
方
な
ど
、

平
成
26
年
度
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
制
度
説
明
会
】

▼
日
時　

12
月
17
日
㈫
18
時
か
ら

▼
会
場　

え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
交

流
館
１
階
ホ
ー
ル

▼
そ
の
他　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

な
お
、説
明
会
に
参
加
し
な
い
場
合
で
も
、

補
助
金
申
請
は
可
能
で
す
。

【
書
類
配
布
場
所
・
申
請
受
付
期
限
な
ど
】

市
民
活
動
推
進
課
窓
口
・
え
び
な
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
交
流
館
・
各
コ
ミ
セ
ン
で

配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）。
申
請
は
、電
話
連
絡
の
上
、

同
課
窓
口
ま
で
持
参
。
平
成
26
年
１
月

31
日
㈮
締
め
切
り
。

と
し
て
認
め
ら
れ
、
清
水
宏
枝
氏
（
海
老

名
市
出
身
・
東
京
都
在
住
）
が
紺
綬
褒

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、秋
の
叙
勲
に
、牛
村
忠
雄
氏
（
中

野
在
住
）、
松
浦
博
文
氏
（
上
今
泉
在
住
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
、
佐
藤 

中
氏
（
東
柏

ケ
谷
在
住
）
が
旭
日
双
光
章
を
、
青
木

勝
彦
氏
（
門
沢
橋
在
住
）
が
藍
綬
褒
章

を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

問
秘
書
課
☎（
２
３
５
）４
５
７
２

問
市
民
活
動
推
進
課
☎（
２
３
５
）４
７
９
４

清
水
宏
枝
氏
に
紺
綬
褒
章
、

秋
の
叙
勲
を
４
人
が
受
章

〜
市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す
〜

市
民
活
動
推
進
補
助
金
制
度
説
明
会

海
外
た
す
け
あ
い
街
頭
募
金
に
ご
協
力
を
!!

森
の
楽
校
、
校
章
決
定
！

　

国
際
救
援
を
目
的
に
、
街
頭
募
金
活

動
を
行
い
ま
す
。
会
場
に
は
、
大
人
気
の

ポ
ニ
ー
や
え
び
〜
に
ゃ
が
登
場
し
ま
す
。

協
力
者
に
は
風
船
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。ぜ
ひ
、

募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
15
日
㈰
12
時
〜
14
時

▼
会
場　

海
老
名
中
央
公
園
、
海
老
名

駅
東
口
自
由
通
路
ほ
か

▼
主
催　

日
本
赤
十
字
社
海
老
名
市
地

区
・
海
老
名
市
赤
十
字
奉
仕
団

▼
協
力　

海
老
名
市
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協

議
会

　

応
募
37
作
品
の
中
か
ら
、
校
章
に
決
定
し
た

の
は
中
野
志
保
さ
ん
（
海
老
名
高
校
１
年
）
の
作

品
で
す
。
大
き
な
木
の
中
に
、
花
と
水
を
入
れ
た

こ
と
で
緑
豊
か
な
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
笑

顔
を
浮
か
べ
る
花
は
「
楽
校
」
の
「
楽
」
を
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
楽
校
の
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課
☎（
２
３
５
）４
８
２
０

問
環
境
み
ど
り
課
☎（
２
３
５
）４
９
１
３

▶
清
水
宏
枝
氏



問
子
育
て
支
援
課
☎（
２
３
５
）４
８
２
４

問
市
民
活
動
推
進
課
☎（
２
３
５
）４
７
９
４

問
市
民
活
動
推
進
課
☎（
２
３
５
）４
５
６
８

問
海
老
名
市
都
市
間
交
流
協
会（
市
民
活
動
推
進
課
内
）☎（
２
３
５
）４
７
９
４

問
駅
周
辺
対
策
課
☎（
２
３
５
）９
６
７
６

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
版
「
子
育
て
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
〜
す
く
す
く
え
び
な
っ
子

〜
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
妊
娠

中
の
方
と
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
市
の

子
育
て
支
援
制
度
の
概
要
や
必
要
な
手
続

き
案
内
、
お
出
か
け
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
な

　
市
民
大
学
を
テ
ー
マ
に
、
全
３
回
の
連

続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
第
１
回
は
、
北

野
大
氏
に
よ
る
講
演
会
。
入
場
無
料
。

▼
日
時　
平
成
26
年
１
月
25
日
㈯
10
時
〜

11
時
30
分
（
開
場
９
時
30
分
）

　
12
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮
の
平
日
11
時
〜

14
時
、
市
役
所
地
下
１
階
の
「
レ
ス
ト
ラ

ン
さ
つ
き
」
で
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流

都
市
の
宮
城
県
白
石
市
、
北
海
道
登
別
市

の
特
産
を
使
用
し
た
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
人
権
週
間
に
ち
な
み
、
各
種
事
業
を
行

い
ま
す
。

【
人
権
パ
ネ
ル
展
】

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
界
の
著
名
人

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
展
示
し

ま
す
。

▼
期
間　
12
月
４
日
㈬
〜
10
日
㈫

▼
会
場　
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

【
特
設
人
権
相
談
】

▼
日
時　
12
月
５
日
㈭
９
時
30
分
〜
12
時

▼
会
場　

市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　
海
老
名
駅
と
羽
田
空
港
を
結
ぶ
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
が
好
評
で
す
。
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
直
行
す
る
た
め
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ

て
乗
り
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

〜
す
く
す
く
え
び
な
っ
子
〜
」
を
刊
行

市
民
大
学
開
校
に
向
け
た
市
民
講
座
を
開
催

「
市
民
大
学
と
生
涯
学
習
の
ス
ス
メ
」

で
き
ま
し
た
！

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
ラ
ン
チ

12
月
４
日
〜
10
日

「
第
65
回
人
権
週
間
」

羽
田
空
港
へ
直
行
！

空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ど
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
盛
り
込
ん

だ
冊
子
で
、
隔
年
で
発
行
し
て
い
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
頒
布
開
始
日　
12
月
10
日
㈫

▼
頒
布
場
所　
子
育
て
支
援
課
窓
口
お
よ

び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

▼
費
用　
無
料

▼
会
場　
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
交

流
館

▼
講
師　
淑
徳
大
学
教
授
、
江
戸
川
総
合

人
生
大
学
学
長
・
北
野
大
氏

▼
定
員　
先
着
２
０
０
人

▼
そ
の
他　
保
育
あ
り
（
事
前
予
約
制
）

▼
申
し
込
み　
12
月
２
日
㈪
か
ら
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
市
民
活
動
推
進
課
へ
。

交
流
ラ
ン
チ
」（
５
０
０
円
）
を
１
日
30

食
限
定
で
販
売
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ル
特
設
会
場
・
７
階
会
議
室

▼
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

【
街
頭
啓
発
活
動
】

▼
日
時　
12
月
５
日
㈭
14
時
〜
15
時

▼
場
所　
海
老
名
駅
東
口
自
由
通
路

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
・
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
が
利
用
可
能

で
、
お
得
な
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。
年
末

年
始
の
旅
行
や
帰
省
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【メイン】白石温
うー

麺
めん

を使った担々麺（和風温麺
も選べます）。ニラなどの野菜は海老名産のも
のを使っています。
【サイド】ビーフカレー。登別牛と海老名産の
米を使っています。

　

海
老
名
市
都
市
間
交
流
協
会
会
員
は
、
50
円
引
き
の
ク
ー
ポ
ン
券
が
使
え
ま
す
。
会
員
の
方

に
は
、
す
で
に
ク
ー
ポ
ン
券
（
個
人
会
員
・
５
枚
、
団
体
会
員
・
20
枚
）
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
会
員
も
随
時
募
集
中
で
す
。
入
会
条
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

トライアングル交流ラ
ンチ

メイン

サイド

協定の締結をしました

災害時における応急対策に
関する協定

自治会加入促進に関する協定

　10月28日、市は三和シヤッター
工業株式会社と「災害時における
応急対策に関する協定」を締結し
ました。これは、災害時に住宅、
避難所などのシャッター、ガレー
ジ、ドアなどの緊急点検および緊
急修理に協力をするものです。

　10月31日、市と自治会連絡協議会は（公社）神奈川県宅地建
物取引業協会および（公社）全日本不動産協会と「自治会加入促
進に関する協定」を締結しました。これは、市内に転入する方や
転居する方に対して、自治会加入を促すことを目的としているも
のです。
（写真左）神奈川県宅地建物取引業協会
（写真右）全日本不動産協会
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講
演
会「
生
き
る
力
を
つ
け
る
処
方
箋
」

参
加
者
募
集

▼
日
時　

平
成
26
年
２
月
１
日
㈯
13
時

30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

▼
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
定
員　

先
着
３
０
０
人

▼
講
師　

精
神
科
医
・
香
山
リ
カ
氏

▼
内
容　

明
る
く
の
び
や
か
に
生
き
る

た
め
の
コ
ツ
を
、
精
神
科
医
の
立
場
か

ら
お
話
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

12
月
２
日
㈪
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
。

運
動
・
膝
・
腰
痛
の
相
談
・
骨
密
度
測
定

　

運
動
全
般
の
相
談
、
膝
・
腰
痛
の
あ

る
方
の
運
動
相
談
に
、
運
動
指
導
士
が

対
応
し
ま
す
。
骨
密
度
測
定
も
実
施
し

ま
す
。

▼
日
時　

12
月
17
日
㈫
・
平
成
26
年
２

月
18
日
㈫
９
時
15
分
〜
11
時（
予
約
制
）

▼
会
場　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　
（
運
動
相
談
）
先
着
６
人
・　

（
骨
密
度
測
定
）
先
着
24
人

▼
費
用　
５
０
０
円

▼
申
し
込
み　

12
月
２
日
㈪
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
。

健
康
・
栄
養
相
談

　

健
康
な
生
活
を
目
指
す
方
の
相
談

に
、
保
健
師・栄
養
士
が
対
応
し
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
い
方
、
食
生
活
を

見
直
し
た
い
方
、
血
糖
値
が
高
い
方
、

運
動
を
始
め
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
９
日
㈪
・
平
成
26
年
１

月
15
日
㈬
・
２
月
12
日
㈬
・
３
月
17
日

㈪
９
時
30
分
〜
11
時

▼
会
場　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

「
平
成
26
年
度
版
え
び
な
健
康
だ
よ
り
」

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

▼
対
象　

海
老
名
近
郊
に
事
業
所
を
有

す
る
、
保
健
衛
生
に
係
る
企
業
や
事
業

者
な
ど

▼
掲
載
料
・
募
集
数　
５
万
円
・
４
枠

▼
そ
の
他　

広
告
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
お

よ
び
制
作
費
は
申
し
込
み
者
負
担

▼
申
し
込
み　

健
康
づ
く
り
課
で
配
布

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
の
申
し
込
み
用
紙
に
、
広
告
見

本
、必
要
書
類
を
添
え
て
同
課
に
提
出
。

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
必
着
。

「
食
育
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」優
良
賞

受
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

　
「
平
成
25
年
度
食
育
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」（
健
康
づ
く
り
課
・
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
共
催
、
応
募
３
３
３

作
品
）
の
優
良
賞
受
賞
者
の
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
省
略
・
順
不
同
）

【
小
学
生
の
部
】

▽
１
年
生　

落
合
妃
（
社
家
）、
山
口

大
河
（
杉
久
保
）、伊
藤
芽
瑠
（
上
星
）、

吉
村
莉
乃
（
柏
ケ
谷
）、加

凌
哉
（
社

家
）

▽
２
年
生　

砂
川
詩
羽
（
海
老
名
）、

森
柊
人
（
中
新
田
）、
加
藤
実
玖
（
上

星
）、
小
野
澤
日
菜
（
社
家
）、
伊
藤
菜

月
（
杉
本
）、
豊
島
愛
梨
（
東
柏
ケ
谷
）

▽
３
年
生　

花
原
智
輝
（
大
谷
）、
隈

井
恵（
柏
ケ
谷
）、齋
藤
柊
太（
杉
本
）、

綿
貫
ひ
な
た
（
杉
本
）、濱
口
煌
矢
（
東

柏
ケ
谷
）

▽
４
年
生　

高
石
偲
穂
里
（
有
鹿
）、

中
村
海
月
（
今
泉
）、
佐
瀬
歩
夢
（
海

老
名
）、
山
本
莉
々
菜
（
有
鹿
）

▽
５
年
生　

小
池
佑
佳
（
有
鹿
）、
田

村
温
彬（
上
星
）、住
田
美
詩
歌（
有
馬
）、

東
泰
広
（
杉
本
）、
豊
島
咲
季
（
東
柏

ケ
谷
）

▽
６
年
生　

矢
部
あ
さ
ひ
（
大
谷
）、

平
原
佑
弥
（
有
鹿
）、松
本
有
里
菜
（
杉

本
）、
西
松
未
羽
（
上
星
）、
竹
下
せ
い

ら
（
社
家
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
１
年
生　

加
藤
み
す
ず
（
柏
ケ
谷
）

▽
３
年
生　

伊

梨
花
（
大
谷
）

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
２
３
５
）７
８
８
０

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

▲表彰式の様子

▲香山リカ氏

１月13日㈪㈷／文化会館大ホール
成人式・還暦式を同日開催します
問成人式実行委員会事務局（文化スポーツ課内）☎（235）4797
　還暦式実行委員会事務局（市民活動推進課内）☎（235）4568

▶時間　11時～12時30分（受け付けは10時から）
▶対象　平成５年４月２日～６年４月１日に生まれた方
※市内在住の方には、はがきでお知らせしています。はがきは、成人式第二部抽選会の
抽選券も兼ねていますので、当日必ず持参してください。
▶内容　式典、抽選会、お楽しみ企画など。
※当日、１歳以上の託児（事前申込制）あり。12月25日㈬までに電話で文化スポーツ課へ。

▶時間　14時～16時（受け付けは13時から）
▶対象　昭和28年４月２日～29年４月１日に生まれた方
※対象の方には、通知をお送りしています。出欠確認はがきを12月20日㈮までに返送
していただき、同封の引換券を当日必ず持参してください。
▶内容　式典、女優・小山明子氏による講演、有馬中学校吹奏楽部による演奏、抽選会など。

　12時30分から、世代を超えて交流を図っていただくた
め、交流イベントを実施します。今回は、成人・還暦の
皆さん一緒に、東京オリンピックが開催される2020年の
自分に向けた風船飛ばしを行います。また、懐かしい海
老名の写真を展示するコーナーもあります。

成人式

還暦式

交流
イベント

～還暦式講演会を一般公開します。参加して還暦の方を一緒にお祝いしませんか～

小山明子講演会
「妻として・女優として
　～夫・大島渚と過ごした日々～」
▶時間　14時～15時30分（開場13時）
▶一般公開席　定員先着300席（還暦対象以外の方の席です。
事前申込制）
▶申し込み　直接または電話で市民活動推進課へ。
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えびなの2013 ～ことしはこんなことがありました～ 問情報発信課☎（235）4574

１月
武道始め式（1）、消防出初式（2）、成人式・
還暦式（3）、市駅伝競走大会、えびな凧揚
げまつりなど

２月
海老名駅西口土地区画整理事業開始、えび
なっ子将棋名人戦（4）、えび～にゃ２歳バー
スデーパーティー（5）など

３月
海老名駅自由通路整備事業開始、消防署今里
出張所開所（6）、中部大型防災備蓄倉庫運
用開始（7）、市民活動センター交流館オー
プン（8）、圏央道海老名IC～相模原愛川IC
開通（9）、防災アプリ配信開始、海老名郷
土かるた大会など

４月
ポニー２周年（10）、えび～にゃ石像除幕式
（11）、水素ステーション開所（12）など

５月
市庁舎行政情報モニター運用開始、トマトの
もぎ取り（13）、えびな市民ウオーク（14）、
緊急防犯通報訓練など

６月
相模国分寺茶会（15）、いちごわいん・いち
ご酢発売、幼稚園給食試行開始（16）、花文
字花壇（17）など

119
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26
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７月
消防操法大会、相模国分寺風鈴市（18）、え
びな盆踊りフェスティバル（19）、えびな市
民まつり（20）、親子ウオークラリー（21）、
東柏ケ谷近隣公園備蓄倉庫完成（22）など

27

８月
災害時協力車両登録証交付式（23）、えびな薪
能（24）、NHK夏期巡回ラジオ体操（25）、戦
没者追悼式（26）、柏ふれあいイベント（27）など

30

９月
かかしまつり（28）、ナシのもぎ取り、秋の
交通安全キャンペーン（29）、市民音楽祭、ラッ
カセイ掘り取りとお菓子作りツアー（30）など

33

32

10月
スポーツレクリエーションフェスティバル、
えびな健康マラソン大会（31）、えびな安全・
安心フェスティバル（32）、トリアージ訓練
（33）、親子ふれあい将棋教室（34）など

11月
市制施行42周年記念式典、市民文化祭（35）、
文化スポーツ賞贈呈式（36）えびな環境フェ
スティバルなど

35
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問地域自治推進課
☎（235）4567情報

記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

▼  お知らせ  ▼

温故館臨時休館
問温故館☎(233)4028

　12月９日㈪、定期清掃のため
温故館は臨時休館します。

海老名のイチゴ、シーズン
到来！
問市園芸協会事務局☎(238)4126

　イチゴの生産量が県内１位の
海老名。ことしもイチゴの季節
がやってきました！　市内では
主に「とちおとめ」を栽培して
おり、市のイメージキャラク
ター「えび～にゃ」がデザイン
された贈答用のキャリーケース
も大人気です。皆さんぜひご賞
味ください。

リサイクルプラザからのお知らせ
問同プラザ☎(237)3196㈫休館

▼傘の修理教室
日毎月第２・４㈰10時30分～12
時申実施日の3日前までに、電
話で同プラザまで。

12月11日～20日
年末の交通事故防止運動を実施
問地域自治推進課☎(235)4789

　①飲酒運転の根絶②歩行者
（特に高齢者）と自転車の交通
事故防止③シートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹
底の３点を重点項目に、年末の
交通事故防止運動を実施しま
す。年末は、交通量や飲酒の機
会が多くなります。交通ルール
を守り、交通事故防止に努めま
しょう。

できれば
住み続けたい
  50.1％

ずっと
住みたい
41.6％

できれば
市外に移りたい
6.9％

すぐにでも市外に移りたい
0.7％ 無回答0.7％

これからも海老名市に住みたいと思いますか。

34.4％

57％

92.1％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

タウン情報誌

自治会回覧板

広報えびな

51.2％

54.8％

60.6％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

非常用持ち出し品を
準備している

広域避難場所
などについて確認

災害時の飲料水や
食料の準備

5.8％

38.2％

59.9％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

講座・イベント
などの参加申し込み

利用したことがない

えびなメールサービス

33.1％

39％

52.4％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大型ごみ処理機の
設置促進

国や県への
働きかけなど

ごみの分別ルール・
マナーの呼びかけなど

48.4％

52.4％

66.8％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

商業施設が増える
ことで雇用が拡大する

市の税収が増え
市の財政が潤う

大型商業施設が
できることで

買い物が便利になる

質問 海老名市の行事や出来事などについて、どの
ように知りますか。質問

市で提供している携帯電話サービスを利用した
ことがありますか。質問

家庭での災害への備えとして、どのようなこと
をしていますか。質問

海老名駅西口地区（JR海老名駅北側）で新たなまちづ
くりが進んでいますが、期待することは何ですか。質問

ごみの減量化・資源化を進めるにあたり、どの
ような取り組みが効果的だと思いますか。質問

市政アンケート調査結果
　市では、２年に１度「市政アンケート調査」を実施しています。ことし５月に実施した調査
の集計結果がまとまりましたので、その概要をお知らせします。　　　 
　今回の調査は、無作為に抽出した市内在住の18歳以上の方2,000人を対象に郵便方式で行い、
回収率は50.7％（1,013人）でした。
　今回の調査結果をもとに、市政に対する市民意識の傾向を把握し、市の施策・事業に反映さ
せていきます。なお、調査結果報告書は、中央図書館、有馬図書館、市役所１階情報公開コー
ナー、地域自治推進課市民相談係（２階）、市ホームページで閲覧できます。

まとまりま
した

柏ふれあい釣り堀・運営日変更
問地域自治推進課☎(235)4793
　12月１日から、柏ふれあい釣
り堀の運営日が当面は土曜、日
曜、祝日となりました。お間違
いのないようご注意ください。
他12月29日㈰～１月３日㈮の間
は休業します。

平成26年度臨時職員（学校用
務員）登録
問教育総務課☎(235)4916

　校舎内外の巡回、玄関や職員
室の清掃、簡単な修理作業、来
訪者の湯茶接待などを行う、学
校用務員の登録者を募集しま
す。欠員の状況により、登録者
の中から選考し、面談の上で決
定します。
内 ▼場所：市内小中学校　 ▼時
間：原則㈪～㈮７時～17時のう
ち７時間（休憩１時間）　 ▼時
給：910円　 ▼登録有効期間：平
成27年3月31日まで 申 履歴書
（写真貼付）を、直接または郵
送で教育総務課（〒243-0492勝
瀬175-1）へ。

第３期市民活動推進委員会委員
問市民活動推進課☎(235)4794

　市民活動推進の施策や、市民
活動推進補助金制度による支援
の適否などについて、市長の諮
問に応じて調査や審議を行う同
委員会委員を募集します。
申12月27日㈮までに、応募用
紙、小論文、納税確認書を市
民活動推進課に提出。他資格
や報酬などの詳細は、同課窓
口で配布する応募要領を確認
してください。

外部評価委員会の市民委員
問企画財政課☎(235)4634

内市が実施する行政評価の信頼
性を向上させるよう、客観的に
評価を行う。年間５回程度の会
議と、グループ別による評価作
業（４回程度）を行う。任平成
26年２月１日～28年１月31日対
12月１日現在で市内に１年以上
在住している20歳以上の方(公
務員等公職にある方、すでに市
の審議会などの委員を５つ以上
兼職している方、市税の滞納が
ある方を除く）定３人程度申企
画財政課で配布（市ホームペー
ジからダウンロード可）の応募
用紙を、持参または郵送で同課
へ。12月16日㈪必着。他結果は
応募者全員に通知。応募書類は
返却しません。

パソコン要約筆記講習会受講者
問障がい福祉課☎(235)4813

　講演会などで、聴覚障がい者
の方に音声や周囲の音の情報を
文字にして伝える、要約筆記の
講習会です。詳細は、市ホーム
ページをご覧ください。
日平成26年１月20日～３月10日
の毎週㈪13時30分～15時30分
（全８回）場総合福祉会館定先
着15人持ノートパソコンなど申
平成26年１月10日㈮までに、電
話で障がい福祉課へ。

▼  募　　集  ▼
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情報

記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

▼  募　　集  ▼

平成26年度学校給食物資
納入指定業者登録申請
問食の創造館☎(231)2151

　学校給食用物資の納入希望業
者で、以下①～⑤の条件を満た
す業者を募集します。
①優れた通信環境および運搬手
段を持ちかつ環境が良好
②確実な取引先を有し、また社
会的に信用度が高く経営内容が
良好。また、学校給食について
深い理解を持ち、かつ協力的で
ある
③施設・設備が衛生的で従業員
に対する健康管理が完全であ
る。また、食品関係者にあって
は保健所の衛生指導を受けて
いる
④指示された期日および時間ま
でに確実に納入できる機動力を
有する
⑤地方自治法施行令第167条の
４の規定に該当しない者および
過去１年間市税などの滞納がな
い者
申12月２日㈪～20日㈮９時～16
時に、食の創造館で配布（市ホー
ムページからダウンロード可）
している申請書に必要事項を記
入し、同館へ持参してください。

冬休みポニーふれあい教室
問文化スポーツ課☎(235)4927
　 　　　　　　　薨(233)9118

　冬休みにポニーのお世話や乗
馬などを体験して、エビーと
ビーナと友達になりましょう！
日12月26㈭・27日 ㈮・ 平成26
年１月４日㈯・6日㈪・７日㈫
９時～11時30分（上記日程の
中から1日選択）場海老名運動
公園内ポニー広場対市内在住
の小学生定各日12人（応募多
数の場合は抽選または他の日
程に振り替え）内乗馬、ポニー
のお部屋掃除、餌やり、毛づ
くろいなど費500円（参加記念
品代）申申込書（市ホームペー
ジからダウンロード可）、また
は、はがき、ファクスで、住所・
氏名・電話番号・学年・性別・
希望日（第３希望まで）・今ま
でのポニー教室参加回数を記
入し、〒243-0492勝瀬175-1文
化スポーツ課へ。海老名運動
公園ポニー広場でも受け付け
ます。電話での申し込みは不
可。12月10日㈫締め切り。

親子おこづかい教室～「おつか
いすごろく」に挑戦しよう～
問地域自治推進課☎(235)4567

　お金の大切さをゲームを楽し
みながら学びます。
日12月22日㈰10時～11時30分場
市役所401会議室対市内在住の
小学生とその保護者定先着30人
講生活経済ジャーナリスト・あ
んびるえつこ氏費無料申12月２
日㈪から、電話で地域自治推進
課市民相談係（２階）へ。

選べる「文学講座」
問中央図書館☎(231)5152

【①下村湖人と「次郎物語」】
　下村湖人の「次郎物語」から、
教育の書としての意味を探り
ます。
日平成26年１月11日㈯13時～15
時講湘北短期大学保育学科教
授・野口周一氏
【②ロマンスカーの海老名停車
の可能性は？】
　各地で取り組まれている特急
停車運動の事例などを切り口
に、鉄道と地域の関係について
共に考えます。
日平成26年１月18日㈯13時～15
時講湘北短期大学総合ビジネス
学科准教授・大塚良治氏
【③教科書の過去と現在、未来】
　1900年代から現在までの国語
と理科の教科書を題材に、どの
ような内容が学ばれていたかを
解説するとともに、利用が普及
しつつある「デジタル教科書」
についても紹介します。
日平成26年１月25日㈯13時～15
時講湘北短期大学専任講師・佐
藤知条氏
【①②③共通事項】
場中央図書館２階視聴覚室対市
内在住・在勤の方定各先着30人
申12月１日㈰８時30分から、電
話または直接中央図書館カウン
ターへ。

～陸上自衛官を目指して～
高等工科学校生徒
問 自衛隊厚木募集案内所☎(400)2486

　高等工科学校は、一般の高校
にはない魅力溢れるカリキュラ
ムで知・徳・体を学び、将来の
陸上自衛官を目指す学校です。
詳細は、自衛隊厚木募集案内所
へお問い合わせください。
対平成26年４月１日現在、中卒
（見込み含む）～17歳未満の男
子他全寮制（横須賀武山駐屯地
内）学費無料。平成26年１月10
日㈮まで受け付け。

ザマ・プロムナード・コンサート
問座間市生涯学習課☎(252)8476

　神奈川フィルハーモニー管弦
楽団によるコンサートです。
日平成26年１月８日㈬15時30分
～17時（予定）場ハーモニーホー
ル座間大ホール対座間市・海老
名市・綾瀬市の３市に在住・在
勤・在学の方（小学生以下は要
保護者同伴、未就学児可）費無
料申往復はがき（１枚につき4
人まで応募可能）に、代表者・
同伴者の全員の氏名・年齢・住
所（在学・在勤の方は、住所で
はなく学校名・勤務先）と代表
者の電話番号を記入し、座間市
生涯学習課（〒252-8566座間市
緑ヶ丘１-1-1）へ。他応募多
数の場合は抽選。結果は12月下
旬に通知します。

▼  催　　し  ▼

えびな花と野菜のフェスティ
バル
問市園芸協会事務局☎(238)4126

　地場農産物のＰＲのため、新
鮮な花・野菜の即売会を実施し
ます。安心安全な地場産の花と
野菜をお楽しみください。
日12月７日㈯10時30分から（雨
天中止）売切れ次第終了場海老
名中央公園

海老名スタードーム
プラネタリウム一般投影
問教育指導課☎(235)4919

　「冬の星座」などの一般投影
を実施します。入場無料。直接
会場へ。
日12月14日㈯・15日㈰・25日㈬・
26日㈭・27日㈮13時～、14時～、
15時～場中央図書館４階定各回
とも先着80人費無料他投影時間
は約30分、投影開始30分前から
受け付け開始。

有馬図書館「定例映画会」と
「冬の特別映画会」
問有馬図書館☎(238)4646

　入場無料。直接会場へ。

▼定例映画会
日12月14日㈯10時30分～10時57
分内「月の輪グマ」

▼冬の特別映画会
日12月21日㈯①10時30分～10時
55分②14時～14時32分内①「よ
いこのたのしいクリスマス」②
「青い鳥」

「海老名タウンガイド」を発行
問情報発信課☎(235)4574

　市は、株式会社ゼンリンと
共同で「海老名タウンガイド」
を発行しました。同ガイドは、
ガイド掲載の広告料で発行し
ているもので、市の紹介のほ
か、公共施設やコミュニティ
バスのルート図などが掲載さ
れています。
【配布場所】
市役所総合案内、情報発信課

　 広報の文字が見えにくい方に
　お送りします。
問障がい福祉課☎(235)4813

◆ 広報えびな 点字版・音声版

　登録はpsc2.i@fofa.jp あてに
　空メールを送信。
問 IＴ推進課☎(235)4715

◆ えびなメールサービス

今月の納税・納付
納期限：12月25日㈬

◆固定資産税・都市計画税［４期］
◆国民健康保険税［７期］
◆清掃手数料［10月、11月分］
◆介護保険料［７期］
◆小学校給食費［８期］
◆中学校給食費［後期］
納期限：平成26年１月６日㈪
◆市営住宅使用料［12月分］
◆保育所保育料［12月分］
◆後期高齢者医療保険料［６期］

納付は、口座振替が便利です。


